
一
は
じ
め
に

二
人
権
俣
間
機
構
設
511
の
模
索

（

川

連

関

係

(

N

G

o
関
係

三
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
権
状
況

（

政

治

状

況

口
人
権
諸
条
約
へ
の
参
加
状
況

（
懸
法
に
お
け
る
人
権
規
定

四
実
際
り
人
権
状
況
（
以
じ
、
五
巻
：
二
号
）

四

展

惰

l

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
権
保
障
機
構
の
だ
現
い

nI能
性

（
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
必
要
性

（
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
磯
構
の
必
要
性

（
国
際
的
人
権
保
障
に
お
け
る
人
権
の
地
域
的
伸
長
・
保
護
の
位
置

四
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
機
構
の
可
能
性
（
以
下
、
本
号
）

国
結
び
に
か
え
て

f I 

次

（以

t
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
権
保
障
機
構
の
構
想

六
巻
：
言
芍
）

阿山

部崎

（
三
・
完
）

公生口、1

己士
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に
関
し
て
は
、

張
さ
れ
る
様
々
な
見
解
が
既
に
登
場
し
、

こ。t
 

し才

ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
機
構
の
可
能
性

こ
れ
ま
で
に
み
た
よ
う
に
、

(125) 

ア
ジ
ア
地
域
に
は
既
に
い
く
つ
か
の
非
政
府
間
の
人
権
保
障
機
構
が
成
立
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、

ア
に
お
い
て
、
政
府
間
ま
た
は
非
政
府
間
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
成
立
す
る
可
能
性
を
探
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
初
め
に
①
機
構
の
目

的
、
②
機
構
が
保
護
対
象
と
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
、
③
機
構
の
形
態
な
ら
び
に
①
機
構
の
規
模
の
各
要
素
に
つ
い
て
個
別
に
検
討
を
加

え
、
次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
い
か
な
る
組
合
せ
に
実
現
可
能
性
が
あ
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

機
構
の
目
的
こ
れ
ま
で
に
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
実
現
可
能
性
が
議
論
さ
れ
た
際
に
は
、

「
伸
長
」
活
動
に
限
る
の
か
、

る
側
面
を
研
究
す
る
」

あ
る
い
は
人
権
の
「
保
護
」
活
動
を
も
目
指
す
も
の
と
す
る
の
か
、
が
常
に
論
じ
ら
れ

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
研
究
グ
ル
ー
プ

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
研
究
グ
ル
ー
プ
の
報
告
書
中
の
「
地
域
委
員
会
が
実
施
し
う
る
任
務
・
権
限
」

／
几
六
九
年
に
国
連
人
権
委
員
会
が
設
け
た
「
国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー
内
に
地
域
的
人
権
委
員
会
を
設
置
す
る
提
案
の
あ
ら
ゆ

と
略
称
）

（
以
ド
、
「
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
研
究
グ
ル
ー
プ
」

の
項
に
は
、

ま
た
こ
の
後
の
対
立
の
基
調
と
な
る
見
解
の
相
違
も
既
に
み
ら
れ
る
。

そ
の
機
構
の
目

こ
の
後
繰
り
返
し
、
モ

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
研
究
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
の
は
、
国
連
忠
章
や
国
連
・
専
門
機
関
に
よ
る
宣
は
．
条
約
に
合
致
す
る
人
権
や
基
本
的
自
由
を
地
域
の

人
々
に
啓
発
す
る
こ
と
は
地
域
人
権
委
員
会
の
目
的
の

Q

つ
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
地
域
人
権
委
員
会
は
、
地
域
諸
国
の
要
請
に
応
じ
て
、

人
権
分
野
に
お
け
る
勧
告
的
機
関
と
し
て
地
域
諸
国
を
援
助
し
う
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
地
域
人
権
委
員
会
が
当
該
地
域
に
お

け
る
人
権
の
遵
守
・
尊
重
状
況
に
関
し
情
報
を
収
集
・
照
合
・
評
価
し
、
国
連
の
関
係
機
関
に
こ
れ
を
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

こ
の
任
務
は
国
家
の
排
他
的
権
限
と
抵
触
す
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
合
意
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
地
域
人
権
委
員

こ
の
点
は
、

て
い
る
。

的
を
単
に
人
権
の

既
に
み
た
よ
う
に
、

(1) 
（四）

に
よ
っ
て
最
初
に
論
じ
ら

ニ
四

ア
ジ
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アジアにおける人権保障機構の構想（：＾・完）（山崎・阿部）

等
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

面
は
困
難
で
あ
り
、

可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、

人
権
の

「
伸
長
」
を
目
指
す
機
構
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
五

で
は
、

こ。t
 

つ 会
に
国
家
や
個
人
・
集
団
か
ら
の
通
報
を
検
討
す
る
権
限
を
与
え
る
か
否
か
に
関
し
て
は
、

る
に
至
っ
て
い
な
い
個
人
に
よ
る
人
権
侵
害
の
申
し
立
て
の
処
理
は
地
域
的
手
続
に
よ
っ
て
行
う
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
の
理
由
で
こ

れ
に
賛
成
す
る
者
と
、
他
方
で
個
人
に
よ
る
申
し
立
て
は
国
連
に
お
け
る
人
権
に
関
す
る
定
期
的
報
告
制
度
、
通
報
手
続
、

人
権
規
約
上
の
諸
手
続
に
よ
っ
て
既
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
個
人
に
よ
る
申
し
立
て
の
処
理
は
国
家
の
排
他
的
権
限
に
属
す
る

と
の
理
由
か
ら
こ
れ
に
反
対
す
る
者
と
が
対
立
し
、
見
解
は
；
致
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
人
権
委
員
会
に
期
待
し
う
る
任
務
・

権
限
に
つ
い
て
初
め
て
論
議
し
た
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
研
究
グ
ル
ー
プ
報
告
に
お
い
て
は
、

務
と
す
る
こ
と
は
［
承
さ
れ
た
も
い
い
、

ア
ジ
ア
に
お
い

お
よ
び
国
際

人
権
の
「
伸
長
」
活
動
を
地
域
人
権
委
員
会
の
任

人
権
の
「
保
護
」
活
動
を
も
そ
の
任
務
と
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
合
意
を
得
る
に
は
至
ら
な
か

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
人
権
の
「
伸
長
」
と
「
保
護
」

コ
ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
も
、

(
M
)
 

要
で
あ
る
こ
と
は
合
意
さ
れ
、
ま
た
人
権
の
「
伸
長
」
を
目
指
す
機
構
を
現
時
点
で
ア
ジ
ア
地
域
に
設
置
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
大

方
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
合
意
を
得
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
の
「
保
護
」
を
目
的
と
す
る
機
構
を
ア
ジ
ア
に
設
置
で
き
る
か
に
関
し
て
は
、

見
解
が
別
れ
合
意
を
得
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
地
域
に
人
権
の
「
保
護
」
を
も
目
指
す
機
構
を
創
る
こ
と
は
当

の
た
め
の
国
際
的
協
力
が
必

て
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
行
い
得
る
「
伸
長
」
活
動
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

地
域
的
人
権
保
障
機
構
に
期
待
さ
れ
る
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
と
し
て
は
、
①
人
権
分
野
に
お
け
る
地
域
的
な
問
題
の
調
査
・
研
究
、

②
人
権
教
育
の
奨
励
・
普
及
、
③
地
域
的
人
権
問
題
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
④
人
権
状
況
や
人
権
問
題
に
関
す

る
情
報
・
文
献
の
収
集
お
よ
び
公
表
、
⑤
人
権
思
想
や
国
際
人
権
法
の
啓
発
・
普
及
、
⑥
地
域
的
人
権
問
題
に
関
す
る
情
報
交
換
の
促
進
、

一
方
で
国
連
が
未
だ
に
適
切
な
手
続
を
設
け
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右
の
規
定
は
、

②
機
構
が
保
護
対
象
と
す
る
権
利
お
よ
び
自
由

機
構
の
目
的
を
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
に
限
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
保
護
」
活
動
を
も
目
指
す
も
の
と
す
る
の
か
は
機
構
の
任
務
・

権
限
を
性
格
づ
け
る
う
え
で
重
要
な
要
素
で
あ
る
が
、

よ
っ
て
も
左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

び
人
民
の
権
利
」

コ
ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
議
論
の
素
材
と
さ
れ
た
ネ
パ
ー
ル
代
表
の
手
に
な
る
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
委
員
会
の
設
置
に

(134) 

関
す
る
条
約
案
」

で
は
、
同
人
権
委
員
会
が
保
護
対
象
と
す
る
権
利
・
自
由
は
個
別
に
は
明
示
さ
れ
て
お

(135) 

ら
ず
、
同
人
権
委
員
会
に
お
け
る
指
導
原
理
お
よ
び
適
用
す
べ
き
基
準
と
し
て
次
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
以
下
、

「
条
約
案
」

と
略
称
。
）

第
一
又
木
元
指
導
原
理
）
委
員
会
（
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
委
員
会
）
は
、
人
権
に
関
す
る
国
際
法
を
指
導
原
理
と
す
る
。
同
法
に
は
、
将
来
締
結
さ
れ
る
人

権
に
関
す
る
特
定
の
地
域
的
文
書
の
規
定
、
国
際
連
合
慮
章
の
規
定
、
世
界
人
権
宣
言
、
な
ら
び
に
特
に
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規

約
、
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
・
同
議
定
書
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
、
ア
ハ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
の
鎮
圧
及

び
処
罰
に
関
す
る
国
際
条
約
、
難
民
の
地
位
に
関
す
る
条
約
・
同
議
定
書
、

I
L
O
、
U
N
E
S
C
O
、
F
A
0
お
よ
び

W
H
o
等
の
国
際
連
合
の
専
門
機
関
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
文
書
の
規
定
の
よ
う
な
、
人
権
の
分
野
に
お
け
る
国
際
連
合
文
書
お
よ
ひ
地
域
的
な
文
書
の
規
定
が
含
ま
れ
る
。

第
：
こ
条
（
適
用
す
へ
き
基
準
）
委
員
会
は
、
同
地
域
の
構
成
国
が
明
示
的
に
認
め
る
規
則
を
確
立
す
る
そ
の
他
の
一
般
的
ま
た
は
個
別
的
国
際
条
約
、
法
と

し
て
＾
般
に
認
め
ら
れ
た
慣
習
を
証
拠
づ
け
る
国
際
的
人
権
基
準
と
／
致
す
る
地
域
的
慣
行
、
な
ら
び
に
法
則
決
定
の
補
助
手
段
と
し
て
同
地
域
の
諸
国
に
よ

っ
て
認
め
ら
れ
る
法
の
．
般
原
則
、
裁
判
卜
の
判
決
お
よ
び
権
威
あ
る
著
作
者
の
学
説
に
も
注
意
を
払
う
も
の
と
す
る
。

佑

ア
フ
リ
カ
の
バ
ン
ジ
ュ
ル
慮
章
の
第
六

0
条
お
よ
び
六
／
条
に
類
似
し
て
い
る
。

と
「
義
務
」

し
か
し
、
同
慮
章
は
冒
頭
に

に
つ
い
て
一
一
九
か
条
に
わ
た
り
詳
細
な
規
定
を
も
つ
の
に
対
し
、
条
約
案
で
は
右
の
よ
う
な
包
括
的
・

こ
の
点
は
、

「
人
及

ど
の
よ
う
な
権
利
お
よ
び
自
由
を
機
構
の
保
護
対
象
と
す
る
の
か
に

二
六
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アジアにおける人権保障機構の構想（芝・完）（山崎・阿部）

こ
の
宣
―
―
m
は
、
既
存
の
人
権
文
書
と
は
異
な
り
、
政
府
お
よ
び
民
衆
の
「
責
務
」
と
い
う
視
点
か
ら
保
護
対
象
と
す
る
権
利
・
自
由
を

規
定
し
、

ア
ジ
ア
地
域
の
す
べ
て
の
政
府
お
よ
び
民
衆
に
対
し
て
「
こ
れ
ら
の
責
務
を
各
国
の
憲
法
及
び
法
令
に
組
入
れ
、
直
ち
に
そ
の

誠
実
な
施
行
及
び
実
施
を
行
う
」
よ
う
要
望
す
る

こ
の
宣
―
―
m
が
保
護
対
象
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
権
利
・
自
由
は
、
第
一
条
（
基
本
原
則
）
に
詳
細
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
、
第
一
項
で
、
生
命
、
相
当
の
人
間
的
生
活
水
準
、
安
全
、
尊
厳
、
個
性
、
自
由
、
真
実
、
法
の
適
正
手
続
及
び
正
義
に
対
す
る
「
す

べ
て
の
者
の
基
本
的
権
利
」
な
ら
び
に
存
立
、
主
権
、
独
立
、
自
決
、
文
化
・
社
会
・
経
済
・
政
治
面
で
の
自
主
的
発
展
に
対
す
る
「
民

衆
の
基
本
的
権
利
」
を
保
護
す
る
こ
と
は
各
政
府
の
責
務
で
あ
る
、
と
し
て
基
本
原
則
の
骨
子
を
示
す
。
ま
た
、
第
二
項
で
、
次
の
八
項

目
に
わ
た
り
伝
統
的
な
市
民
的
・
政
治
的
権
利
を
列
挙
し
、
国
家
に
対
し
「
法
令
又
は
行
政
行
為
に
よ
る
制
約
を
こ
え
る
も
の
と
し
て
国

家
の
憲
法
に
組
入
れ
ら
れ
る
よ
う
保
証
」
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
生
命
・
自
由
・
人
身
の
安
全
に
対
す
る
権
利
、
②

拷
問
等
か
ら
の
自
由
、
③
法
の
下
の
平
等
・
独
立
公
正
な
司
法
に
対
す
る
権
利
、
④
恣
意
的
な
拘
束
・
抑
留
・
追
放
・
没
収
か
ら
の
自
由
、

⑤
移
動
・
居
住
の
自
由
、
⑥
思
想
・
良
心
・
宗
教
の
自
由
、
⑦
意
見
・
表
現
の
自
由
、
な
ら
び
に
⑧
集
会
・
結
社
の
自
由
で
あ
る
。
こ
の

に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

二
七

般
的
な
適
用
基
準
を
示
す
に
と
ど
ま
り
、
委
員
会
が
保
護
対
象
と
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
の
カ
タ
ロ
グ
を
列
挙
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
の
事
実
は
、
条
約
案
が
そ
も
そ
も
コ
ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
討
議
の
叩
台
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
よ
ろ
う

が
、
む
し
ろ
、

ア
ジ
ア
全
域
的
規
模
で
政
府
間
の
人
権
保
障
機
構
を
構
想
す
る
場
合
、
個
別
的
人
権
カ
タ
ロ
グ
を
提
示
し
得
な
い
現
状
を

示
す
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
、

A
S
E
A
N
地
域
の
法
曹
有
志
か
ら
成
る
「
ア
ジ
ア
地
域
人
権
審
議
会
」
が
一
九
八
三
年
に
採
択
し
た
「
ア
ジ
ア
諸

民
及
び
諸
政
府
の
基
本
的
責
務
に
関
す
る
宣
言
」
を
取
り
上
げ
、
非
政
府
間
の
人
権
機
構
が
提
示
し
た
保
護
対
象
と
す
べ
き
権
利
・
自
由

（
同
宣
言
前
文
第
六
項
）

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
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他
、
世
界
人
権
宣
言
を
始
め
と
す
る
各
種
の
国
際
的
人
権
文
書
（
一
九
四
九
年
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
・
議
定
書
、

新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
宣
言
・
行
動
計
画
、
経
済
的
権
利
義
務
憲
章
等
が
掲
げ
る
内
容
も
各
政
府
は
同
様
に
保
証
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
第
三
項
で
は
、
他
の
者
の
権
利
・
自
由
を
尊
重
・
守
護
し
つ
つ
、
人
間
的
連
帯
の
精
神
の
下
で
自
ら
の
権
利
・
自
由
を
行

使
す
る
こ
と
、

な
ら
び
に
、

そ
の
主
権
を
主
張
・
防
護
・
保
全
し
、

衆
の
責
務
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
ア
ジ
ア
諸
民
及
び
諸
政
府
の
基
本
的
責
務
に
関
す
る
宣
言
」
の
第
/
条
（
基
本
原
則
）
が
提
示
す
る
保
護
対
象
と
し
て

の
人
権
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
伝
統
的
な
個
人
の
基
本
権
て
あ
る
市
民
的
・
政
治
的
権
利
は
も
と
よ
り
、
発
展
へ
の
権
利
を
も
含
む
民
衆
の
権

利
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
政
府
が
保
証
す
べ
き
責
務
を
負
う
事
項
と
し
て
個
人
お
よ
び
民
衆
の
権
利
・
自
由
を
列
挙
す
る
だ
け
で

な
く
、
個
人
お
よ
び
民
衆
が
負
う
べ
き
責
務
を
も
明
示
し
て
い
る
。

そ
の
文
化
と
個
性
を
保
存
・
振
興
す
る
等
の
こ
と
は
、
「
個
人
及
び
民

こ
れ
ら
は
こ
の
宣
言
の
息
つ
の
特
色
と
い
え
る
が
、

章
に
お
い
て
も
「
人
及
び
人
民
の
権
利
」
と
い
う
形
で
、
個
人
の
権
利
・
自
由
の
他
に
人
民
の
自
決
権
・
人
民
の
発
展
の
権
利
等
の
集
団
（
団
）

の
権
利
が
保
護
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
家
族
・
社
会
、
国
そ
の
他
の
共
同
体
、
国
際
社
会
に
対
す
る
個
人
の
義
務
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
に
紹
介
し
た
宣
言
お
よ
び
芯
章
が
提
示
す
る
人
権
カ
タ
ロ
グ
は
、

I
L
o
諸
条
約
を
含
む
）
、

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲

ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
保
護
対
象
と
す

べ
き
権
利
・
自
由
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
直
面
す
る
と
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
不
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
う
な
集
団
的
な
も
の
を
も
こ
れ
に
含
め
る
の
か
、

第
口
は
、
保
護
対
象
と
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
は
あ
く
ま
で
個
人
的
な
も
の
に
限
る
の
か
、
あ
る
い
は
民
衆
の
権
利
や
人
民
の
権
利
の

で
あ
る
。
直
世
界
人
権
官
言
を
中
心
と
す
る
国
家
条
約
・
宣
汀
な
ど
の
説
明
す
る
人
権

よ、
,＇1
 

と

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
、
E
義
か
ら
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
も
の
で
、
ア
ジ
ア
で
は
必
ず
し
も
そ
の
適
用
が
妥
当
と

は
い
え
な
い
。
」
と
の
指
摘
も
、
こ
の
問
題
点
と
密
接
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

第
口
は
、
市
民
的
・
政
治
的
権
利
と
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
の
い
ず
れ
か
に
力
点
を
置
く
の
か
、
あ
る
い
は
双
方
と
も
保
護

四

ニ
八
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

人
権
法
、
人
道
法
お
よ
び
難
民
法
を
含
む
人
権
の
分
野
に
お
け
る
地
域
的
問
題
に
関
し
研
究
・
調
査
を
実
施
し
、
教
育
・
授
業
を
奨
励
し
、
セ
ミ
ナ
ー
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
会
議
を
組
織
し
、
情
報
を
広
め
、
国
家
・
地
方
の
人
権
機
構
を
援
助
し
、
諸
国
政
府
に
対
し
勧
告
を
行
う
こ
と
。

2

人
権
侵
害
の
申
し
立
て
を
研
究
し
、
地
域
の
国
家
に
対
し
斡
旋
を
行
い
、
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
。

3

地
域
の
政
府
が
立
法
・
行
政
上
の
根
拠
と
な
し
う
る
人
権
基
準
を
定
式
化
し
、
作
成
す
る
こ
と
。

4

人
権
の
伸
長
お
よ
び
保
護
に
か
か
わ
る
他
の
地
域
的
・
国
際
的
機
構
、
政
府
間
・
非
政
府
間
組
織
と
協
力
す
る
こ
と
。

5

当
事
国
が
委
員
会
に
委
ね
る
そ
の
他
の
任
務
。

1. 
太
平
洋
人
権
委
員
会
」
を
設
置
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

第
一
条
で
、

義
務
の
側
面
も
規
定
す
る
の
か
、

で
あ
る
。

対
象
と
す
る
の
か
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
憲
法
上
の
人
権
規
定
を
み
る
と
、

A
S
E
A
N
諸
国
の
よ
う
に
概
ね
社
会
権
を
憲
法
上
の

(141) 

権
利
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
特
に
小
地
域
規
模
の
機
構
を
考
え
る
際
に
は
こ
の
点
が
重
要
と
な
ろ
う
。

第
三
は
、
人
権
カ
タ
ロ
グ
に
権
利
・
自
由
の
み
を
列
挙
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
加
え
て
個
人
ま
た
は
集
団
（
民
衆
・
人
民
）

で
あ
る
。

二
九

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
歴
史
的
伝
統
の
芙
点
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
文
明
の
価
値
」
（
バ
ン
ジ
ュ
ル
憲

章
前
文
）
を
考
慮
し
て
締
結
さ
れ
た
バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
の
例
に
な
ら
い
、

ア
ジ
ア
の
特
定
地
域
の
伝
統
や
文
化
を
配
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
問
題
点
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。

③
機
構
の
形
態

地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
形
態
と
し
て
は
、
大
別
し
て
政
府
間
機
構
、
す
な
わ
ち
地
域
の
政
府
間
の
合
意
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
る
地
域

的
人
権
保
障
機
構
と
、
地
域
諸
国
の
民
間
人
ま
た
は
民
間
団
体
の
手
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
非
政
府
間
機
構
と
が
考
え
ら
れ
る
。
条
約
案
は

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
人
権
の
「
伸
長
」
と
「
保
護
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
事
項
を
任
務
と
す
る
「
ア
ジ
ア
・ の
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右
の
任
務
の
う
ち
、

2
以
外
の
事
項
が
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
に
あ
た
り
、
人
権
の
「
保
護
」
活
動
に
あ
た
る
の
は

2
の
み
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
に
関
す
る
事
項
は
、
バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
上
の
「
人
及
び
人
民
の
権
利
に
関
す
る
ア
フ
リ
カ
委
員
会
」
（
以

下
、
「
ア
フ
リ
カ
人
権
委
員
会
」
と
略
称
。
）
の
任
務
に
関
す
る
同
憲
章
第
四
五
条
一
項
お
よ
び
四
項
に
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
権

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
は
同
憲
章
に
違
反
す
る
事
実
の
通
報
手
続
と
し
て
、
国
家
か
ら
の
通
報
手
続
と
個
人
や

の
「
保
護
」
活
動
に
関
し
て
、

（
第
四
七
ー
五
九
条
）

こ
の
分
野
で
な
し
う
る
任
務
は
人
権
侵
害
の
申
し
立
て
の
研
究
、
地
域
の
国
家
に
対
す
る
斡
旋
お
よ
び
報
告
書
の
作
成
に
限
ら
れ
て
い
る
。

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
は
実
施
機
関
と
し
て
は
人
権
裁
判
所
を
持
た
ず
、

(141) 

も
極
め
て
限
ら
れ
た
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
較
べ

も
つ
に
す
ぎ
な
い
。

ア
フ
リ
カ
人
権
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、

ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
委
員
会
」
を
設
け
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
の
、

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
の
よ
う
な
人
権
侵
害
に
つ
い
て
の
通
報
手

続
を
盛
り
込
ん
で
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
同
条
約
案
は
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
を
主
た
る
目
的
と
し
て
お
り
、

動
の
側
面
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
や
米
州
人
権
条
約
は
も
と
よ
り
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
貧
弱
な
任
務
し
か
予
定
し
て
い
な
い
政
府
間
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
す
ら
、
賛
否

両
論
が
出
さ
れ
合
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
既
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
に
お
い
て
政
府
間
の
人
権
保
障
機
構
が
成
立
し
得
な
い
理
由
と
し
て
、

わ
ち
、
①
ア
ジ
ア
地
域
諸
国
は
民
族
的
・
歴
史
的
・
文
化
的
・
宗
教
的
に
多
様
で
あ
り
、
②
諸
国
間
の
政
治
的
・
経
済
的
利
害
が
複
雑
で

あ
り
、
③
ア
ジ
ア
地
域
に
は
、
欧
州
審
議
会
・
米
州
機
構
・
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
の
よ
う
な
一
般
的
地
域
組
織
が
存
在
せ
ず
、
④
各
国
政

府
は
国
内
秩
序
安
定
・
経
済
成
長
優
先
政
策
を
採
り
、
社
会
規
範
の
形
成
と
集
団
訓
練
を
重
視
し
、
人
権
問
題
に
関
心
を
示
さ
ず
、
R
超

大
国
の
直
接
的
間
接
的
干
渉
が
国
家
の
独
裁
的
・
権
威
主
義
的
性
格
を
助
長
し
、
⑥
人
権
意
識
昴
揚
の
担
い
手
た
る
べ
き
市
民
層
が
弱
体

N
G
o
な
ど
の
国
家
以
外
か
ら
の
通
報
手
続
を
規
定
し
て
い
る

こ
れ
ま
で
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
の
規
定
に
較
べ
て
も
極
め
て
控
え
目
な
内
容
を

の
に
対
し
、
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
委
員
会
」
が

そ
の
権
限

人
権
の
「
保
護
」
活

「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
条
約
案
」
は
「
ア

三
〇
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

(4) 

す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
現
実
的
と
思
わ
れ
る
。

状
況
に
あ
る
国
家
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

(144) 

で
、
社
会
的
調
和
を
個
人
的
利
益
に
優
先
さ
せ
る
伝
統
的
観
念
が
強
い
か
ら
で
あ
る
、
と
。

右
の
説
明
で
、

て
形
成
さ
れ
た
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
政
府
間
の
人
権
保
障
機
構
の
成
立
を
妨
げ
て
い
る
要
因
は
ほ
ぽ
い
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
次
の
二
点
を
敢
え
て
補
足
し
よ
う
。
第
／
は
、
ア
ジ
ア
地
域
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自
然
発
生
的
に
形
成

さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
欧
米
諸
国
の
植
民
地
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
人
為
的
に
描
か
れ
た
国
境
線
に
も
と
づ
き
近
代
的
国
民
国
家
と
し

(145} 

と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
う
し
た
諸
国
で
は
、
民
族
分
布
と
国
家
と
が
一
致
し
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
情
か
ら
、

ア
ジ
ア
地
域
は
種
々
の
面
で
多
様
な
国
家
群
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
国
家
は
そ
れ
ぞ
れ
内

部
に
多
種
・
多
様
な
要
素
を
抱
え
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
は
、

政
・
司
法
権
が
必
ず
し
も
全
国
土
に
実
効
的
に
は
妥
当
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
、
人
権
保
護
の
担
い
手
と
し
て
十
分
に
機
能
し
得
な
い

上
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、

待
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
、

機
構
の
規
模

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
に
は
、
中
央
政
府
の
立
法
・
行

ア
ジ
ア
に
政
府
間
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
実
現
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
期

ア
ジ
ア
に
お
い
て
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
考
え
る
場
合
、
当
面
は
、
非
政
府
間
機
構
を
構
築

(146) 

ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
実
現
可
能
性
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
機
構
を
ア
ジ
ア
全
域
規
模
で
構
想
す
る
の
か
、

あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
の
よ
う
な
小
地
域
単
位
で
こ
れ
を
考
え
る
の
か
、

こ
れ
ま
で
に
既
に
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
成
立
し
て
い
る
地
域
は
、

済
体
制
や
法
制
度
が
比
較
的
均
一
で
あ
る
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、

は
重
要
な
点
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米
州
の
よ
う
に
、
地
域
内
諸
国
間
の
政
治
・
経

ア
ジ
ア
地
域
は
上
述
の
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米
州
に
較
べ
、

民
族
的
・
文
化
的
・
宗
教
的
に
多
様
で
あ
り
、
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
成
立
し
う
る
基
盤
が
極
め
て
弱
い
。
こ
の
た
め
、

ア
ジ
ア
全
域
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で
あ
る
。

を
対
象
と
す
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
現
時
点
で
構
想
す
る
の
は
あ
ま
り
現
実
的
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

に
は
、
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
成
立
す
る
可
能
性
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
便
宜
上
分
類
し
た
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア

(147) 

お
よ
び
南
ア
ジ
ア
の
三
つ
の
小
地
域
を
軸
と
し
て
、
次
に
こ
の
点
を
考
察
し
よ
う
。
そ
の
際
、
各
小
地
域
に
お
け
る
文
化
的
共
通
基
盤
（
特

に
法
文
化
に
つ
い
て
の
）

の
有
無
、
国
内
法
制
度
（
特
に
人
権
規
定
に
つ
い
て
の
）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
お
よ
び
ブ

三
で
は
、
小
地
域
レ
ベ
ル

の
類
似
性
の
有
無
に
留
意
す
る
こ
と
に
す
る
。

こ
れ
ら
の
三
小
地
域
の
う
ち
わ
が
国
が
位
置
す
る
東
ア
ジ
ア
に
は
、
政
治
体
制
を
異
に
す
る
諸
国
が
混
在
し
ま
た
分
裂
国
家
も
存
在

す
る
。
こ
の
地
域
の
政
治
状
況
を
み
る
と
日
中
関
係
は
安
定
し
て
い
る
も
の
の
、
朝
鮮
半
島
で
の
南
北
両
国
対
立
が
こ
の
地
域
の
国
際
政

治
環
境
を
不
安
定
な
も
の
に
し
て
お
り
、
絶
え
ず
緊
張
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
地
域
内
諸
国
間
の
関
係
を
み
る
と
、
日
中
、
日
韓
、
中
朝
、

韓
台
な
ど
の
緊
密
な
二
国
間
関
係
は
み
ら
れ
る
が
、
資
本
主
義
国
と
社
会
主
義
国
が
相
半
ば
し
て
い
る
た
め
、
東
ア
ジ
ア
地
域
単
位
で
の

相
互
依
存
関
係
は
ア
ジ
ア
の
他
の
小
地
域
に
較
べ
て
も
少
な
く
、

し
た
が
っ
て
地
域
単
位
で
の
経
済
的
・
社
会
的
な
国
際
協
力
関
係
も
ほ

と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
現
状
は
当
面
変
わ
る
見
込
み
が
乏
し
い
の
で
、
文
化
的
共
通
基
盤
や
国
内
法
制
度
の
類
似
性
を
検
討
す
る
ま

で
も
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
小
地
域
単
位
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
構
想
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、
極
め
て
困
難

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

A
S
E
A
N
に
結
集
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ル
ネ
イ
の
資
本
主
義
諸
国
と
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
お
よ
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
イ
ン
ド
シ
ナ
の
社
会
主
義
諸
国
と
が
対
立
し
て
お
り
、

は
独
自
の
社
会
主
義
国
家
建
設
に
努
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
小
地
域
単
位
で
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
可
能
性
を
論
じ

る
の
は
現
時
点
で
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

A
S
E
A
N
諸
国
は
一
九
六
七
年
の

A
S
E
A
N
結
成
以
来
、
共
同
工
業
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
域
内
特
恵
関
税
制
度
、
等
に
よ
り
域
内
協
力
関
係
を
進
展
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
協
力
の
進
展
は
、
そ
の
制
度
的
枠
組
み

を
定
め
る
条
約
や
協
定
を
通
じ
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、

ビ
ル
マ

ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
の

A
S
E
A
N
加
盟
国
間
で
の
人
や
物
の
交
流
を
通
じ
て
、
域
内
で
の
実
定
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

四
し
か
し
な
が
ら
、
非
政
府
間
の
レ
ベ
ル
で
は
、

一
九
八
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ネ
パ
ー
ル
、

一
九
八
五
年
―
二
月
に
バ
ン

マ
レ
ー
シ
ア
、

(149) 

法
の
調
整
と
統
一
を
促
し
て
い
る
。

加
え
て
、

ヒ
ン
ド
ゥ
、

た
状
況
を
考
え
る
と
、

A
S
E
A
N

地
域
に
は
、
欧
米
（
英
・
米
•
仏
・
独
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ス
ペ
イ
ン
）

イ
ス
ラ
ム
、
中
国
慣
習
法
、

が
強
権
的
な
開
発
政
治
を
推
進
し
、

タ
イ
の
法
曹
有
志
に

か
ら
の
移
入
法
に

さ
ら
に
は
各
国
の
伝
統
的
な
固
有
法
と
い
う
全
く
多
様
な
法
が
併
存
し
て
お
り
、

国
内
に
あ
っ
て
も
複
数
の
法
が
存
在
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
多
元
的
法
体
制
と
い
う
状
況
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
多
様
性
の
某

(150) 

底
部
に
は

A
S
E
A
N
全
域
に
共
通
す
る
法
文
化
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

A
S
E
A
N
諸
国
の
憲
法
に
お
け
る
人
権
規

定
を
み
る
と
、
特
に
類
似
点
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、

A
S
E
A
N
諸
国
で
は
「
軍
事
政
権
」
な
い
し
「
準
軍
事
政
権
」

(152) 

そ
の
過
程
で
国
民
の
政
治
的
権
利
や
人
身
の
自
由
を
侵
害
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
う
し

A
S
E
A
N
諸
国
間
に
政
府
間
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
創
る
こ
と
は
当
面
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

よ
り
「
ア
ジ
ア
地
域
人
権
審
議
会
」
が
結
成
さ
れ
、
翌
一
九
八
三
年
に
は
「
ア
ジ
ア
諸
民
及
び
諸
政
府
の
基
本
的
責
務
に
関
す
る
宣
言
」

(153) 

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
宣
言
で
あ
り
、
同
審
議
会
が
今
後
ど
の
様
な
活
動
を
展
開
す
る
か
は
未
知
数
で
あ
る
が
、

A
S
E

A
N
諸
国
間
に
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
設
置
す
る
た
め
の
―
つ
の
核
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
南
ア
ジ
ア
で
あ
る
が
、

(154) 

宣
言
の
下
に
あ
る
国
も
み
ら
れ
、
か
な
り
不
安
定
な
国
際
政
治
環
境
に
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、

こ
の
小
地
域
に
は
内
戦
ま
た
は
争
乱
状
態
に
あ
る
国
が
少
な
く
な
く
、

間
で
は
一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
諸
国
間
の
地
域
協
力
を
具
体
化
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、

モ
ル
ジ
ブ
、
ブ
ー
タ
ン
）

ま
た
戒
厳
令
や
、
非
常
事
態

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
除
く
同
地
域
諸
国

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ダ
ッ
カ
で
開
催
さ
れ
た
南
ア
ジ
ア
七
か
国
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

の
首
脳
に
よ
る
第
一
回
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
首
脳
会
議
に
お
い
て
、
南
ア
ジ
ア
の
地
域
内
の
協
力
強
化
を
う
た

Asian 
Association 

っ
た
ダ
ッ
カ
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
同
地
域
の
経
済
開
発
を
目
指
す
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合

(
S
o
u
t
h

(155) 

Regional Cooperation. 以
下
、
「
S
A
A
R
C
」
と
略
称
。
）
が
創
設
さ
れ
た
。

S
A
A
R
C
は
、
南
ア
ジ
ア
の
人
々
の
福
祉
向
上
お
よ

三
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す
る
。

び
生
活
の
質
の
改
善
、
経
済
成
長
、
社
会
発
展
お
よ
び
文
化
発
達
の
加
速
な
ら
び
に
人
々
に
尊
厳
と
可
能
性
へ
の
自
覚
を
与
え
る
こ
と
、

メ
ン
バ
ー
国
の
集
団
的
自
立
の
促
進
強
化
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
技
術
お
よ
び
科
学
の
分
野
に
お
け
る
積
極
的
協
働
と
相
互
援
助
の
促

(156) 

進
、
等
を
そ
の
目
的
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
み
て
も
人
権
の
地
域
的
保
障
を
直
接
的
に
目
指
す
機
構
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
、
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
「
過
去
の
搾
取
等
に
よ
り
貧
困
等
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
が
、
社
会
的
、
民
族
的
、
文
化
的
及
び

(157) 

歴
史
的
に
見
て
共
通
の
価
値
を
共
有
し
て
お
り
、
地
域
協
力
は
こ
れ
ら
の
困
難
解
決
の
た
め
の
方
策
と
な
る
。
」
（
ダ
ッ
カ
宣
言
第
七
項
）

と
の
認
識
の
下
に

S
A
A
R
C
は
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

S
A
A
R
C
憲
章
第
五
条
一
項
伺
に
は
、
外
務
次
官
で
構
成
さ
れ
る

常
設
委
員
会
の
機
能
と
し
て
、
「
新
協
力
分
野
の
開
拓
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
書
か
ら
、

S
A
A
R
C
が
南
ア
ジ
ア
に
お

け
る
地
域
的
人
権
保
障
の
分
野
に
も
そ
の
活
動
領
域
を
拡
げ
る
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
お
よ
び
ス
リ
ラ
ン
カ
の
民
間
人
に
よ
り
、
「
人
権
お
よ
び
開
発
に
関
す
る
南
ア
ジ
ア
委

(159) 

員
会
」
が
地
域
的
人
権
保
障

N
G
o
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。

9

ー
，5
 

,
1
,
 
こ
れ
ま
で
、

ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
可
能
性
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
①
機
構
の
目
的
、
②
機
構
が
保
護
対
象

と
す
る
権
利
お
よ
び
自
由
、
③
機
構
の
形
態
な
ら
び
に
④
機
構
の
規
模
、
の
各
要
素
に
つ
い
て
便
宜
上
個
別
に
検
討
し
た
。
し
か
し
、
実

際
に
は
こ
れ
ら
の
各
要
素
は
互
い
に
関
連
し
あ
い
互
い
に
他
を
規
定
し
あ
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
ら
各
要
素
の
組
合
せ
を
検
討
し
な
け

れ
ば
現
実
に
機
構
が
成
立
し
得
る
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
②
の
要
素
は
他
の
要
素
に
左
右
さ
れ
、
ま
た
他
の
要

素
を
規
定
す
る
側
面
が
最
も
強
い
の
で
こ
こ
で
は
こ
れ
を
除
外
し
、
残
り
の
三
要
素
に
つ
い
て
、
ま
ず
理
論
上
あ
り
う
る
組
合
せ
を
示
し
、

次
に
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

小

括

ア
ジ
ア
に
お
い
て
地
域
的
人
権
保
障
機
構
が
実
際
に
成
立
し
得
る
組
合
せ
に
つ
い
て
考
察

一
九
八

0
年
一
月
に
は
、

三
四

バ
ン
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

8. 7. 6. 5. 4. 3. 2. l. 番
号

①
で
検
討
し
た
機
構
の
目
的
に
は
、
大
別
し
て
人
権
の
「
伸
長
」
と
「
保
護
」
の
二
種
が
あ
る
の
で
、

を
目
的
と
す
る
三
通
り
の
場
合
が
一
応
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
人
権
の
「
保
護
」
の
み
を
目
的
と
し
、
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
は
行
わ

な
い
機
構
は
当
面
考
え
に
く
い
の
で
、
機
構
の
目
的
に
関
し
て
は
、
①
人
権
の
「
伸
長
」
の
み
を
目
指
す
機
構
、
お
よ
び
②
人
権
の
「
伸

長
」
と
「
保
護
」
の
双
方
を
目
指
す
機
構
、
の
二
類
型
が
あ
り
う
る
。
③
で
検
討
し
た
機
構
の
形
態
に
は
、
①
政
府
間
機
構
と
②
非
政
府

間
機
構
の
二
類
型
が
あ
り
う
る
。
④
で
検
討
し
た
機
構
の
規
模
と
し
て
は
、
大
別
し
て
①
ア
ジ
ア
全
域
規
模
の
機
構
と
②
小
地
域
規
模
の

機
構
の
二
類
型
が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
要
素
に
つ
い
て
各
々
二
種
の
類
型
が
あ
り
う
る
の
で
、
少
な
く
と
も
理
論
上
は
、

八
通
り
の
組
合
せ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
あ
り
う
る
組
合
せ
を
、
機
構
の
成
立
可
能
性
の
よ
り
高
い
も
の
か
ら
よ
り
低
い
も
の
へ
の
順
に

機
構
の
形
態

非
政
府
間
機
構

非
政
府
間
機
構

非
政
府
間
機
構

非
政
府
間
機
構

政
府
間
機
構

政
府
間
機
構

政
府
間
機
構

政
府
間
機
構

ホ
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

目

的

伸
長
の
み

伸
長
の
み

伸
長
十
保
護

伸
長
十
保
護

伸
長
の
み

伸
長
の
み

伸
長
十
保
護

伸
長
十
保
護

規

模

小
地
域

ア
ジ
ア
全
域

小
地
域

ア
ジ
ア
全
域

小
地
域

ア
ジ
ア
全
域

小
地
域

ア
ジ
ア
全
域

次
に
、
右
に
示
し
た
八
種
の
組
合
せ
に
つ
い
て
個
別
的
に
検
討
し
よ
う
。

三
五

い
ず
れ
か
一
方
ま
た
は
双
方
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A

非
政
府
間
機
構

1
は
、
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
の
み
を
目
的
と
す
る
小
地
域
規
模
の
非
政
府
間
機
構
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
機
構
と
し
て
は
、

(160) 

八
0
年
に
発
足
し
た
「
人
権
お
よ
び
開
発
に
関
す
る
南
ア
ジ
ア
委
員
会
」
と
一
九
八
二
年
に
結
成
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
地
域
人
権
審
議
会
」

と
が
既
に
存
在
す
る
。
後
者
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
お
よ
び
タ
イ
と
い
う
A
S
E
A
N
四
か
国
の
法
曹
有
志

か
ら
成
っ
て
い
る
た
め
当
面
は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
が
、
同
審
議
会
が
採
択
し
た
「
ア
ジ
ア
諸
民
及
び
諸
政
府
の
基
本
的
責
務
に
関
す

る
宣
言
」
と
い
う
標
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
全
域
規
模
の
活
動
を
目
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
は
、

2
の
タ
イ
プ
に
移
行
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

た
ら
な
い
が
、

2
は
、
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
の
み
を
目
的
と
す
る
ア
ジ
ア
全
域
規
模
の
非
政
府
間
機
構
で
あ
る
。
現
在
こ
の
タ
イ
プ
の
機
構
は
見
あ

L
タ
イ
プ
の
機
構
が
小
地
域
レ
ベ
ル
で
充
分
に
基
盤
を
固
め
れ
ば

2
タ
イ
プ
の
機
構
に
移
行
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
単
な
る
量
的
拡
大
で
は
な
く
質
的
な
拡
大
を
も
伴
う
の
で
、
容
易
に
は
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

3
は
、
人
権
の
「
伸
長
」
お
よ
び
「
保
護
」
活
動
を
目
的
と
す
る
小
地
域
規
模
の
非
政
府
間
機
構
で
あ
る
。
現
在
こ
の
タ
イ
プ
の
機
構

は
存
在
し
な
い
が
、
先
に
検
討
し
た
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
条
約
案
」
第
一
条
二
項
が
予
定
す
る
人
権
侵
害
の
申

L
タ
イ
プ
の

し
立
て
の
研
究
・
地
域
の
国
家
に
対
す
る
斡
旋
・
報
告
書
の
作
成
の
よ
う
な
比
較
的
緩
や
か
な
「
保
護
」
活
動
に
限
れ
ば
、

既
存
の
機
構
も
活
動
領
域
を
拡
げ
る
こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。

4
は
、
人
権
の
「
伸
長
」
お
よ
び
「
保
護
」
を
目
的
と
す
る
ア
ジ
ア
全
域
規
模
の
非
政
府
間
機
構
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
に
属
す
る
機

(161) 

構
と
し
て
は
、
一
九
七
九
年
に
設
置
さ
れ
た
「
ロ
ー
エ
イ
シ
ャ

(
L
A
W
A
S
I
A
)
人
権
常
設
委
員
会
」
と
一
九
八
四
年
に
発
足
し
た

(161) 

「
ア
ジ
ア
人
権
委
員
会
」
が
あ
る
。
前
者
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
対
象
と
す
る
人
権

N
G
o
で
あ
り
、
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
を
始

め
人
権
侵
害
に
関
す
る
苦
情
の
受
理
・
調
査
の
よ
う
な
「
保
護
」
活
動
を
も
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
者
は
人
権
の
「
伸
長
」

三
六

一
九
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

活
動
の
他
、

三
七

ア
ジ
ア
地
域
内
に
お
け
る
人
権
侵
害
の
申
し
立
て
の
受
理
・
検
討
・
調
査
報
告
書
の
作
成
、
関
係
当
局
に
対
す
る
救
済
措
置

の
勧
告
等
の
「
保
護
」
活
動
も
そ
の
任
務
と
し
て
い
る
。
こ
の
両
機
構
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
筆
者
は
情
報
を
も
っ
て
い
な
い
の
で
正
し

く
評
価
は
で
き
な
い
が
、
活
動
次
第
で
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
信
頼
を
得
て
ア
ジ
ア
地
域
の
人
権
状
況
の
改
善
の
た
め
貢
献
し
う
る
も
の
と

政
府
間
機
構

③
機
構
の
形
態
に
お
い
て
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
時
点
で
ア
ジ
ア
に
政
府
間
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
創
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し

(loJ) 

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
向
け
て
の
模
索
は
一
九
六
四
年
以
来
国
連
に
お
い
て
続
け
ら
れ
て
お
り
、
一
九
八
六
年
の
人
権
委
員
会
で
は
、
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
人
権
関
係
資
料
の
収
集
・
調
査
・
広
報
を
目
的
と
す
る
国
連
人
権
関
係
資
料
寄
託
セ
ン
タ
ー
を
バ
ン
コ
ッ

（旧）

ク
の

E
S
C
A
P
事
務
局
内
に
設
置
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
段
階
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
実
際
に
設
置
す
る
た
め
に
は
、
国
連
は

財
源
等
の
解
決
す
べ
き
問
題
を
抱
え
て
は
い
る
が
、
実
現
す
る
公
算
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
バ
ン
コ
ッ
ク
に
設
置
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ジ
ア
全
域
的
規
模
の
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
東
南
ア
ジ
ア
規
模
の
も
の
な
の
か
、
そ
の
性
格
づ

け
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
の
で
、
仮
に
バ
ン
コ
ッ
ク
に
お
け
る
設
置
が
実
現
し
て
も
、
別
の
ア
ジ
ア
の
国
、
例
え
ば
日
本
に
同
様
の

(165) 

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
余
地
は
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
の
み

を
目
的
と
す
る
政
府
間
機
構

(
5
ま
た
は

6
の
タ
イ
プ
）
に
は
実
現
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
考
察
し
た

L
か
ら

6
ま
で
の
タ
イ
プ
の
機
構
は
、
既
に
成
立
し
て
い
る
か
あ
る
い
は
か
な
り
の
程
度
成
立
を
期
待
で

き
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

B
 

期
待
さ
れ
る
。

1
お
よ
び

8
の
タ
イ
プ
、

す
な
わ
ち
人
権
の
「
伸
長
」
お
よ
び
「
保
護
」
活
動
を
目
的
と
す
る
小

地
域
的
ま
た
は
ア
ジ
ア
全
域
的
規
模
の
政
府
間
機
構
は
、
少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
、
そ
の
実
現
を
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
現
が
最
も
困
難
と
思
わ
れ
る

8
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
こ
の
際
一
応
置
く
と
し
て
、

1
の
タ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
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楽
天
的
に
す
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。

人
権
の
「
伸
長
」
お
よ
び
「
保
護
」
を
目
的
と
す
る
小
地
域
規
模
の
政
府
間
機
構
に
関
し
て
は
、
全
く
実
現
可
能
性
が
な
い
と
は
断
言
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
よ
う
な
点
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
南
ア
ジ
ア
諸
国
間
に

7
タ
イ
プ
の
機
構
が
成
立
す
る
可
能
性
を
全
く
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
南
ア
ジ
ア
の
七
か
国
は
一
九
八
五
年
に

S
A
A
R
C
と
い
う
地
域
的
国
際
組
織
を

結
成
し
、
様
々
な
分
野
で
の
地
域
協
力
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
②
南
ア
ジ
ア
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
ネ
パ
ー
ル
の
よ
う
に
国
連
等
の

場
で
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
実
現
を
熱
心
に
推
進
し
て
き
た
国
家
が
存
在
す
る
こ
と
、
③
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
憲
法

砥）

は
モ
ル
ジ
ブ
の
場
合
を
除
き
、
極
め
て
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
背
景
の
み
で
政
府
間
機
構
が
成
立
し
得
る

訳
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
ア
ミ
ン
政
権
、
中
央
ア
フ
リ
カ
の
ボ
カ
ッ
サ
政
権
、
赤
道

（即）

ギ
ニ
ア
の
マ
シ
ア
ス
政
権
に
よ
る
公
然
た
る
大
規
模
な
人
権
侵
害
行
為
が
、
バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
の
採
択
を
促
す
結
果
と
な
っ
た
よ
う
に
、

イ
ン
ド
や
ス
リ
ラ
ン
カ
が
現
在
直
面
し
て
い
る
人
種
的
あ
る
い
は
宗
教
的
対
立
が
、
人
権
問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
認
識
を
深
め
さ
せ
、
同
地
域
に
お
け
る
人
権
基
準
の
設
定
等
に
関
す
る
地
域
協
力
を
促
す
要
因
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
み
る
の
は
、

(125)
山
崎
公
士
・
阿
部
浩
己
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
権
保
障
機
構
の
構
想
（
以
下
、
「
本
論
文
」
と
略
称
）
（
」
『
香
川
法
学
』
五
巻
一
二
号
、
一

O

|
―
二
頁
。

現
在
ア
ジ
ア
で
活
動
し
て
い
る
地
域
的
人
権
保
障

N
G
o
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
人
権
委
員
会

(
A
H
R
C
)
お
よ
び
ア
ジ
ア
法
律
資
料
セ
ン
タ
ー

(
A
s
i
a
n
 L
e
g
a
l
 R
e
s
o
u
r
c
e
 Centre, 
A
L
R
C
)
 
(
ア
シ
ア
人
権
委
員
会
規
程
は
、
山
崎
公

t
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
的
人
権
保
障
機
構
に
関
す
る

基
本
文
書
」
『
香
川
法
学
』
五
巻
四
号
て
紹
介
。
）
、
ロ
ー
エ
イ
シ
ャ

(
L
a
w
a
s
i
a
)

人
権
常
設
委
員
会
、
ア
シ
ア
地
域
人
権
審
議
会
な
ら
び
に
ア
ジ
ア

人
権
機
構
連
合

(
A
s
i
a
n
Coalition 
o
f
 
H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
s
,
 
A
C
H
R
O
)
 
(
本
部
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
五
機
構
で
あ
る
（
久
保
田
洋

「
ア
ジ
ア
人
権
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
若
え
る
切
L

『
部
洛
解
放
研
究
』
四
：

1

号
（
／
几
八
五
年
三
月
）
、
六
九
頁
、
注

(41)
。）

(126)
本
論
文
(
、

I
L
I
六
貞
゜

三
八

7 -1-38 (香法'87)



アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

(128) 
Id., 
paras. 3
4ー

3
5
.

(129) 
Id., 
para. 3
8
.
 

(130) 
Id., 
para. 3
9
.
 

(131)

コ
ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
の
結
論
①
、
本
論
文
（
『
香
川
法
学
＇
六
巻
パ
汀
、

(

m

)

1

ロ
ン
ボ
・
セ
ミ
ト
ー
い
結
論
⑩
、
本
論
文
（
、
パ
貞
。

(m)
本
論
文
（
、
七
頁
。

(134)
本
論
文
（
、
七
頁
。
な
お
、
こ
の
条
約
案
（
前
掲
注

(125)
山
崎
資
料
に
お
い
て
紹
介
・
翻
訳
。
）
は
、
「
市
民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
」

を
モ
デ
ル
と
し
て
お
り
、
多
く
の
条
文
が
同
規
約
に
類
似
し
て
い
る
（
同
資
料
、
九
八
頁
、
注
を
み
よ
）
。

(135)
前
掲
注
(125)
山
崎
資
料
、
九
五
頁
。

(
1
3
6
)
バ
ン
ジ
ュ
ル
慮
章
は
、
／
九
八
六
年
べ
〗
月
二
＾
日
に
効

J
J発
生
の
要
件
（
ア
フ
リ
カ
統
一
機
構
加
盟
国
の
単
純
多
数
の
批
准
書
又
は
加
入
書
を
受
領

し
た
後
三
箇
月
で
発
効
[
第
六
三
条
•
•
-
項
ご
を
満
た
し
ヽ
発
効
し
た
（
H
u
m
a
n
R
i
g
h窃

Internet
R
e
p
o
r
t
e
r
,
 V

゜l・l
L
Z

3゚
戸
t
4
6
.
)
 0

な
ぉ
‘

同
憲
章
に
関
す
る
文
献
に
は
、
前
掲
注
(
7
)
岩
沢
資
料
、
松
本
祥
志
「
「
ア
フ
リ
カ
人
権
憲
章
」
の
成
立
背
景
と
法
的
意
義
I

二
つ
の
絶
対
的
基
準

|
」
『
礼
幌
学
院
法
学
』
三
巻
一
一
号
（
一
九
八
六
年
―
二
月
）
、

Philip
K
u
n
i
g
,
 W
o
l
f
g
a
n
g
 B
e
n
e
d
e
k
,
 a
n
d
 C
o
s
t
a
 
R. M
a
h
a
l
u
,
 R
e
g
i
o
n
a
l
 

P
r
o
t
e
c
t
i
o
n
 o
f
 H
u
m
a
n
 R
i
g
h
t
s
 b
y
 International 
L
a
w
:
 T
h
e
 E
m
e
r
g
i
n
g
 A
f
r
i
c
a
n
 S
y
s
t
e
m
 (
1
9
8
5
)
.
 
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文
で
引
用
・

紹
介
す
る
同
憲
章
の
訳
文
は
、
岩
沢
訳
に
よ
る
。

(137)
本
論
文
日
、
一
一
頁
。
前
掲
注

(
8
)
久
保
論
文
が
宣
言
の
翻
訳
と
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
文
で
引
用
・
紹
介
す
る
同
宣
言
の
訳
文
は
、
久
保

訳
に
よ
る
。

(138)
同
宣
言
は
第
一
こ
条
（
独
立
及
び
発
展
）
で
、
「
民
衆
の
自
主
的
な
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
発
展
を
保
証
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
責
務
で

あ
る
。
」
と
規
定
す
る
。

バ
ン
ジ
ュ
ル
憲
章
が
列
挙
す
る
個
人
お
よ
び
集
団
の
権
利
お
よ
び
義
務
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(
7
)
岩
沢
資
料
、
な
ら
び
に
前
掲
注

(136)
松
本
論
文
を

(140)
久
保
田
洋
「
国
際
機
構
の
再
構
築
」
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』

(139) 
み
よ
。

U.N• 

D
o
c
.
 E
/
C
N
.
 4
/
9
6
6
 
a
n
d
 A
d
d
.
 1, 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1
2
.
 

八
五
四
号
、

八
五
頁
。

.
‘
f
4
0
 

I

℃
~
 

,
／

t
 

三
九
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(147) 

(148) 

(149) 

(150) 

ン

一
五
七
頁
。

な
お
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、

モ
ル
ジ
ブ
、

ブ
ル
ネ
イ
、

パ
キ
ス
タ
ン
、

タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、

四
〇

ラ
オ
ス
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

(141)
本
論
文
（
、
二
九
頁
。

(142)
前
掲
注

(136)
松
本
論
文
、

(143)
本
論
文
口
、
五
I

六
頁
。

(144)
前
掲
注

(
8
)
久
保
論
文
、
ニ
―
八

l
-
―
―
九
頁
。
久
保
教
授
は
、
国
家
間
の
人
権
条
約
締
結
を
妨
げ
て
い
る
主
因
は
、
R
・
⑥
の
事
由
で
あ
る
、
と
さ

れ
る
。
前
掲
注

(
8
)
山
根
論
文
、
一
五
九
ー
一
七

0
頁
。
前
掲
注

(140)
久
保
田
論
文
、
八
五
頁
。

K
h
u
s
h
a
l
a
n
i
,
supra n
o
t
e
 2
9
,
 
at 4
3
9
-
4
4
2
.
,
 
H
.
 

Y
a
m
a
n
e
 ̀D
e
0
 el
o
p
m
e
n
t
 of H
u
mミ
n
R
i
g
h
[s
 Te
a
c
h
i
n
g
ミ

n
d
R
e
s
eミ、
ch
in A
s
i
a
 :
 T
o苔
ミ

rd
a
 De'ideologization through I
n
f
o
r
mミ
ion9

1
4
 
Bulletin of 
P
e
a
c
e
 P
r
o
p
o
s
a
l
s
 4
5ー

5
2

(
1
9
8
3
)
.
 

(145)
矢
野
暢
編
著
『
東
南
ア
ジ
ア
学
へ
の
招
待
国
新
た
な
認
識
を
求
め
て
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
三
年
）
、
一
―
三
頁
、
矢
野
暢
『
東
南
ア
ジ

ア
世
界
の
構
図
政
治
的
生
態
史
観
の
立
場
か
ら
』
（
日
本
放
送
出
版
協
会
、

1

九
八
四
年
）
、
九
八

-
)
0
!
―
頁
参
照
。

(140)
本
稿
に
お
い
て
取
り
扱
う
「
ア
ジ
ア
」
と
は
、
東
は
日
本
か
ら
西
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
、
北
は
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
南
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ま
で
の
地
域

に
属
す
る
二
四
か
国
に
限
定
し
、
西
ア
ジ
ア
、
ア
ラ
ブ
地
域
は
除
外
す
る
。
な
お
、
太
平
洋
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
は
原
則
と
し
て
除
外
す
る
が
、
コ
ロ

ン
ボ
・
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
よ
う
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
を
．
括
し
て
論
ず
る
場
合
に
は
、
太
平
洋
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
域
を
検
討
の
対
象
と
す
る
こ

と
も
あ
る
。
な
お
、
布
に
限
定
し
た
「
ア
ジ
ア
」
を
考
察
の
便
宜
上
、
左
の
：
．
つ
の
小
地
域
に
分
類
す
る
。
各
国
名
は
、
正
式
国
名
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
通
称
で
表
示
す
る
。

ー
東
ア
ジ
ア
（
」
ハ
か
国
）
ー
日
本
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、
台
湾

②
東
南
ア
ジ
ア
（
二

0
か
国
）
ー
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ビ
ル
マ

③
南
ア
ジ
ア
（
八
か
国
）
ー
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
イ
ン
ド
、
ブ
ー
タ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、

前
掲
注

(146)
を
み
よ
。
各
小
地
域
に
お
け
る
政
治
状
況
等
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
(
‘
．
三

I
-
八
頁
を
み
よ
。

萩
原
宜
之
『
A
S
E
A
N
I
I
束
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
東
西
対
立
と
南
北
問
題
の
接
点
』
前
掲
注

(42)
、

1
0九
ー
―
一
五
頁
。

安
田
信
之
「
A
S
E
A
N
法
の
展
惰
特
集
に
あ
た
っ
て
」
；
ア
ジ
ア
経
済
』
二
六
巻
．

0
号
(
-
九
八
五
年
―

0
月
）
、
―
-
頁
。

同
右
。
な
お
、
多
冗
的
法
体
制
に
関
し
て
は
、
安
田
信
之
「
ア
ジ
ア
法
の

3

類
刑
ー
~
固
有
法
、
移
入
法
、
発
展
法
ー
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』

.
0号
（
．
九
八
＾
年
．

0
月
）
参
照
。

二
二
巻
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アジアにおける人権保障機構の構想（さ・完）（山崎・阿部）

(151) 

玉
巻
弘
光

「
A
S
E
A
N
諸
国
に
お
け
る
自
由
権
的
基
本
権
の
保
障
」

(
8
)
 
久
保
論
文
を
み
よ
。

『
ア
ジ
ア
経
済
』

九
九

-
!
O五
頁
。

四
二
六
巻
―
0
号
（
一

な
お
、

本
論
文
（
、

q

．
九
ー
：
ー
0
頁
。
な
お
、

九
八
五
年
．
0
月
）
参
照
。

(152)
本
論
文
(
‘
;
几
|
．
六
頁
。

(153)
本
論
文
（
‘

．． 

貞
。
な
お
、
同
宜
言
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注

(154)
本
論
文
(
‘
．
し
ハ
ー
．
八
貞
。

(155)
ダ
ッ
カ
宜
げ
お
よ
び

S
A
A
R
C
潔
心
章
の
要
旨
と
英
文
テ
キ
ス
ト
は
、
汀
月
刊
国
際
政
経
情
報
』
：
九
八
六
什
．
月
号
、
一
四
ー
ニ
七
頁
。

S

A
A
R
C
発
足
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
中
村
平
治
「
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
環
境
と
地
域
協
力
」
『
国
際
問
題
』
一

,:o四
号
(
-
九
八
五
年
七
月
）
、

西
野
照
太
郎
「
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
ご
て
の
成
立
と
性
格
」
『
海
外
事
情
』
三
四
巻
七
・
八
合
併
号
(
-
九
八
六
年
七
・
八
月
）
を
み
よ
。

(
1
5
6
)
S
A
A
R
C
忠
章
第
一
条
。
前
掲
注

(155)
『
月
刊
国
際
政
経
情
報
』
、
一
九
、
ニ
ニ
ー
ニ
三
頁
。

(157)
同
右
、
こ
互
ー
一
七
頁
。

(158)
同
右
、
1
1
0
、
二
四
頁
。

(159)
本
論
文
日
、

1

一
頁
。

(160)
本
論
文
H
‘
―
一
頁
。
同
委
員
会
の
基
本
文
書
は
、
前
掲
注

(125)
山
崎
資
料
、
九
八
ー
九
九
頁
。

(161)
本
論
文
(
‘
1
0
-
―
―
頁
。

(162)
本
論
文
日
、
一
―
|
-
―
―
頁
。
ア
ジ
ア
人
権
委
員
会
規
程
の
テ
キ
ス
ト
は
、
前
掲
注

(125)
山
崎
資
料
、

(163)
本
論
文
（
、
五
ー
八
頁
。

(164)
本
論
文
口
、
六
ー
九
頁
。

(165)
前
掲
注

(105)
久
保
田
論
文
参
照
。

(166)
本
論
文
日
、
三
0
1
三
一
頁
。

(
1
6
7
)

前
掲
注
(
1
3
6
)

松
本
論
文
、
一
―
九
—
―
二
七
頁
参
照
。
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個
人
ま
た
は
集
団
の
基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
は
、
そ
の
個
人
ま
た
は
集
団
が
属
す
る
主
権
国
家
の
国
内
法
を
通
じ
て
保
障
さ
れ

る
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
ま
た
は
集
団
に
対
す
る
人
権
侵
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
被
侵
害
者
は
、
国
家
に
対
し
国
内

法
に
も
と
づ
き
行
政
的
あ
る
い
は
司
法
的
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
内
法
上
国
家
は
個
人
ま
た
は
集
団
の
基
本

し
か
し
な
が
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
ま
ま
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
来
人
権
保
障
の
担
い
手
た
る
べ
き
国
家
が
自
ら
人
権
侵
害
行
為
を
行
っ

た
り
人
権
侵
害
行
為
を
黙
認
し
た
り
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
通
常
の
国
内
法
上
の
救
済
を
も
は
や
国
家
に

期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
こ
の
場
合
で
も
、
人
権
侵
害
国
が
国
際
的
人
権
条
約
の
当
事
国
で
あ
り
条
約
上
人
権
保
護
の
義
務

を
負
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
国
の
人
権
侵
害
行
為
を
条
約
上
の
義
務
違
反
と
し
て
国
際
的
平
面
で
問
題
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
が
直
接
的
ま
た
は
間
接
的
に
人
権
侵
害
を
行
う
よ
う
な
国
家
は
、
恐
ら
く
は
、
国
際
的
人
権
条
約
に
も
加
入
し
て

い
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
該
人
権
侵
害
行
為
を
国
際
的
平
面
で
法
的
に
非
難
す
る
途
も
ほ
と
ん
ど
開
か
れ
て
い
な
い
と
い
え
よ
う
。

(lhx) 

も
っ
と
も
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
者
で
も
、
一
五

0
三
手
続
に
よ
り
人
権
侵
害
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

(lhg) 

同
手
続
に
よ
る
申
し
立
て
が
実
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、

的
平
面
で
人
権
侵
害
の
救
済
を
受
け
る
の
は
事
実
上
絶
望
的
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
家
内
の
人
権
保
障
状
況
を
国
際
的
に
監
視
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
は
、
大
別
す
る
と
、
①
国
際
的
人
権
条
約
（
例

え
ば
、
国
際
人
権
規
約
・
人
種
差
別
徹
廃
条
約
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
・
米
州
人
権
条
約
）

と
、
②
国
際
機
構
（
例
え
ば
、
国
連
の
人
権
委
員
会
・
同
小
委
員
会
の
よ
う
な
政
府
間
機
構
、

の
実
施
措
置
の
運
用
を
通
じ
て
行
う
方
法

ま
た
は
非
政
府
間
機
構
）
の
日
常
活
動
（
例

え
ば
、
国
連
人
権
小
委
員
会
に
お
け
る
―
五

0
三
手
続
に
よ
る
申
し
立
て
の
検
討
や
人
権
N
G
O
に
よ
る
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
）
を
通

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
護
る
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

国
結
び
に
か
え
て

こ
う
し
た
状
況
の
下
に
あ
る
者
が
国
際

四
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

四

四

(170) 

先
に
み
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
既
存
の
人
権
諸
条
約
へ
の
参
加
状
況
は
他
の
地
域
に
較
べ
て
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
ア
ジ
ア
地
域
で
①
の
方
法
を
実
質
化
す
る
た
め
に
は
、
既
存
条
約
へ
の
加
人
促
進
を
諸
国
に
訴
え
る
か
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア

地
域
に
独
自
の
地
域
的
人
権
保
障
機
構
を
設
置
す
べ
く
怒
力
す
る
し
か
方
法
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
権
侵
害
を
事
と
す
る
よ
う
な

国
家
は
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
設
置
に
つ
い
て
積
極
的
で
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ア
ジ
ア
地
域
は
、
①
の
方
法
に
よ

っ
て
国
内
の
人
権
状
況
を
国
際
的
に
監
視
す
る
体
制
に
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
地
域
に
お
い
て
国
内
の
人
権
状
況
を
国
際
的
に
監
視

す
る
手
段
と
し
て
は
、
②
の
方
法
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
人
権
の
「
伸
長
」
活
動
の
み
を
目
的

と
す
る
非
政
府
間
機
構
は
既
に
存
在
し
、

ま
た
同
様
の
目
的
の
政
府
間
機
構
も
実
現
が
期
待
で
き
る
段
階
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
。

し
ば
し
ば
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
地
域
は
雑
多
な
要
素
か
ら
成
る
諸
国
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ア
ジ
ア
全
域
に

妥
当
す
る
人
権
基
準
を
設
定
し
、
こ
れ
を
目
安
に
ア
ジ
ア
地
域
の
人
権
状
況
を
改
善
す
る
の
は
、
容
易
な
作
業
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
故
に
、
地
道
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
意
味
を
も
つ
で
あ
ろ
う
。
今
日
ア
ジ
ア
に
お
い
て
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ン
ボ
・

セ
ミ
ナ
ー
の
結
論
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
、
基
本
的
な
国
際
的
人
権
文
書
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
地
域
言
語
に
よ
っ
て
広
め
る
こ
と
、
人

権
に
関
す
る
教
育
・
教
授
法
・
訓
練
・
調
査
・
文
献
・
広
報
・
経
験
の
交
換
の
よ
う
な
極
め
て
地
道
な
「
伸
長
」
活
動
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
本
稿
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
問
題
点
の
う
ち
重
要
な
も
の
を
今
後
の
課
題
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
は
、
ア
ジ
ア
地
域
に
適
用
さ
れ
る
共
通
の
人
権
規
範
は
存
在
し
う
る
か
。
そ
れ
は
、
世
界
人
権
宣
言
、
国
際
人
権
規
約
等
の
国
際

的
人
権
文
書
に
よ
り
設
定
さ
れ
て
き
た
普
遍
的
な
人
権
基
準
と
同
一
な
の
か
否
か
、

じ
て
行
う
方
法
と
が
存
在
す
る
。

と
い
う
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
。

第
二
は
、
人
権
保
護
の
担
い
手
の
問
題
で
あ
る
。
現
在
の
主
権
国
家
体
制
に
あ
っ
て
は
、
主
権
国
家
が
人
権
保
障
の
第
一
の
担
い
手
で

あ
る
。
し
か
し
、
国
家
に
こ
の
役
割
を
期
待
し
得
な
い
状
況
に
お
い
て
は
、
国
内
に
人
権
保
護
の
担
い
手
を
見
い
だ
す
か
、
あ
る
い
は
国
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あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

外
の
人
権

N
G
O
に
こ
の
役
割
を
期
待
す
る
他
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
国
内
に
お
け
る
担
い
手
と
し
て
は
、
実
際
に
ど
の

様
な
主
体
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
、
こ
う
し
た
担
い
手
が
国
内
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
果
し
て
安
全
か
つ
実
効
的
に
そ
の

役
割
を
演
じ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
国
外
の
人
権

N
G
O
は
、
国
内
の
人
権
状
況
を
監
視
し
人
権
侵
害
を
や
め
さ
せ
る
活
動
を
よ
り

効
率
的
に
進
め
る
た
め
今
後
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
地
域
的
人
権
保
障
機
構
の
可
能
性
を
論
ず
る
際
も
、
こ
う

し
た
人
権
保
護
の
担
い
手
論
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

第
三
は
、
第
二
の
問
題
点
と
も
関
連
す
る
が
、
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
国
際
的
人
権
保
障
体
制
を
考
え
る
場
合
、
果
し
て
国
家
単
位
で

物
事
を
論
ず
る
だ
け
で
事
足
り
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
は
人
為
的
に
引
か
れ

た
国
境
線
を
基
礎
と
し
不
自
然
な
形
で
国
家
が
形
成
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。

た
め
様
々
な
努
力
が
な
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
同
一
民
族
が
複
数
の
国
家
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
場
合
や
、
宗
教
・
言
語
・
文
化
的
に
異

な
る
要
素
を
一
国
内
に
抱
え
る
国
家
に
お
い
て
は
、
主
権
国
家
を
単
位
と
す
る
も
の
の
見
方
の
み
で
は
把
握
で
き
な
い
問
題
点
も
多
々

(
1
6
8
)
l
i
o
三
手
続
に
つ
い
て
は
、
今
井
酒
「
国
連
・
一
五

01
―
一
手
続
の
制
度
的
性
格
と
問
題
点
」
『
法
研
論
集
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
）
』
二
六
号
(
-
九

八
二
年
）
、
久
保
田
洋
「
国
連
に
お
け
る
人
権
侵
害
通
報
申
立
て
シ
ス
テ
ム
ー
一
五

0
三
手
続
と

B
規
約
選
択
議
定
書
に
よ
る
手
続
ー
」
前
掲
注

(
6
)
『
国
際
人
権
法
入
門
』
所
収
、
久
保
田
洋
『
実
践
国
際
人
権
法
』
（
三
省
堂
、
／
九
八
六
年
）
、
竹
本
正
幸
「
国
連
人
権
小
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
ー
~
最
近
の
再
検
討
作
業
」
『
関
西
大
学
法
学
論
集
』
：
こ
六
巻
．1
-
•四
・
五
合
併
号
（
→
九
八
六
年
）
参
照
。

(169)
前
掲
注

(168)
『
実
践
国
際
人
権
法
』
第
2
部
参
照
。

(170)
本
論
文
（
、
／
九
ー
一
．
七
頁
。

(171)
本
論
文
（
、
六
ー
七
頁
。

こ
う
し
た
国
家
に
お
い
て
も
国
民
国
家
形
成
の

四
四
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アジアにおける人権保障機構の構想（三・完）（山崎・阿部）

な
お
、
本
論
文
（
二
）

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

は
山
崎
が
執
筆
し
た
。

[
付
記
]

お
よ
び

(172)
世
界
人
権
宣
言
は
、
世
界
の
六
八
の
言
語
（
ア
ジ
ア
の
二
九
言
語
を
含
む
）
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
人
権
規
約
に
は
ア
フ
ガ
ン
語
、

語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
日
本
語
、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
語
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
の
み
で
あ
る
(
S
I
M
N
e
w
s
l
e
t
t
e
r
,
 

N
o
.
 1
3
,
 
F
e
b
.
 1
9
8
6
,
 
at 7
9
-
8
0
.
)

。

(173)
前
掲
注

(
8
)
山
根
論
文
、
一
五
九
ー
一
六

0
頁
参
照
。

（
三
・
完
）

（
山
崎
執
筆
）

よ‘
,1_ 

昭
和
六
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
C
)

五
巻
―
―
―
号
、

本
誌
の
執
筆
要
領
に
し
た
が
い
、
本
論
文
の
執
筆
分
担
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
の
人
権
状
況
の
ロ
ー
四
（
本
論
文
（
一
）
、

一
九
ー
三
九
頁
）
は
阿
部
が
執
筆
し
、

四
五 そ

れ
以
外
の
部
分

（完）
に
よ

ア
ラ
ビ
ア
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